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 本施工要領書では、水性４Ｆプーレクラウディ工法の施工に
関する重要事項を説明しております。必ず、施工前に全工程を
ご確認いただき、良質な仕上がりを得るための正しい施工を心が
けてください。別途用意してあります動画と併用しながら見て
頂くとより分かりやすくなっております。

 本仕様は水性４Ｆプーレシステム（打ち放しコンクリート面生地
仕上げ水性高耐候性４フッ化フッ素樹脂クリヤー塗料）を用いた、
コンクリート着色仕上げ工法です。ご使用の際は水性４Ｆプーレ
システムのカタログ等も併せてご参照ください。

 本仕様は素地を生かす生地仕上げです。むらが生じた場合、
手直しが効きません。必ず部分的な試験施工を実施し、仕上がり
外観及び施工要領を確認した後に本施工を行ってください。また、
試験施工は必ず全工程行ってください。

目 次



・新築/経年打ち放しコンクリート ・クリヤー施工済みの打ち放しコンクリート
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クラウディ工法用の標準色として、以下４色のニッペ水性シリコンセラUVつや消し
クラウディ色をラインナップしております。これらを現場にて混合することで幅広い
コンクリート色に近づけた色相を調合できます。また、現場調色用着色剤カラーマックス
Wエコを用いての微調色も可能です。(注：添加量１％以内）

さらに下記４色以外の調色も対応しております。

品名 系統 容量 色相 つや

ニッペ ファインプーレガード
弱溶剤形コンクリート
生地仕上用撥水剤

１４K ― ―

ニッペ 水性プーレコート
水性４フッ化フッ素樹脂用
中塗りクリヤー

１５K ― ―

ニッペ 水性シリコンセラUV
１液水性反応硬化形
セラミック変性シリコン系塗料

４K

クラウディホワイト

クラウディシルバーグレー

クラウディローズグレー

クラウディサンドグレー

つや消し

ニッペ 水性４Ｆプーレクリヤー
水性４フッ化フッ素樹脂系
上塗りクリヤー塗料

１５K クリヤー/カラークリヤー
つや消し/

３分つや有り

クラウディホワイト
（N-95近似）

クラウディシルバーグレー
（N-60近似）

クラウディローズグレー
（15-65A近似）

クラウディサンドグレー
（25-65A近似）

製品特長

中性化抑制 高耐候性 コンクリート意匠

ぬれ肌防止 低汚染性 防藻・防かび性

クラウディ工法は水性４Ｆプーレシステムのコンクリート着色仕上げ工法の
ため、いずれの特長も踏襲したコンクリート面の美観向上システムとなります。

適用下地

商品体系



１－１：
非塗装部についての養生を実施します。

完成写真

１－２：
ゴミ、未硬化セメント粉末、粉塵、油脂分などの付着物をワイヤブラシ、皮すき、サンドペーパー

などで除去し、乾燥した清浄な面とする。（ＰＣの乾燥養生期間目安は、含水率５％、ｐＨ１０以下）
※後述の「良好な仕上がりを得るための施工ポイント」を参照し、十分な下地調整を行って下さい。
施工不良を起こす可能性があるため、巣穴、ジャンカ、不陸等がある場合は素地調整を行い、補修を
行ってください。これらが残ったままだと、化粧塗り工程が困難となり、良質な仕上がりを得ることが
できません。

２－１：
後述の「水性シリコンセラＵＶつや消し色合わせについて」をご参照いただき、水性シリコンセラＵＶつや消し
の色合わせを実施。

※実施に際して、各色の混合量を記録しておくことを推奨いたします。不足した場合の再作成が容易になります。

１．下地調整

乾燥後の
写

２．水性シリコンセラＵＶつや消し色合わせ

３．試験施工

試験施工の必要性：
本仕様は素地を生かすコンクリート着色仕上げです。そのため、塗装する素地によって仕上がりが異なります。
また、むらが生じた場合、手直しが効きません。必ず部分的な試験施工を実施し、仕上り外観及び施工要領を
確認した後に本施工を行ってください。また、試験施工は必ず全工程で実施ください。

３－１：
必要に応じて試験施工を繰り返し実施し、化粧塗りに使用する水性シリコンセラＵＶつや消しの色相および
色数を決定してください。

４．下塗り塗装

４－１：
ニッペ ファインプーレガードを濡れ色になるまで十分
に塗り込んでください。
巣穴の内部まで浸透するように十分に塗り付けます。
（中毛ローラー等）

（新設 部分補修仕様を基に記載）施工プロセス
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部分補修仕様の場合：

５－ａ－１ 塗 装

ニッペ水性プーレコートを全面に塗装してください。（短毛ローラー等）

全体補修仕様の場合：

５－ｂ－１ 調 合

ニッペ水性プーレコートと色合わせした水性シリコンセラ
UVつや消しを混合します。混合の目安は、10：0.5～1で、
求める隠蔽力に応じて混合して下さい。上限は10：1（10％
以下）とします。着色材混合しすぎはべた塗り感が強くなり、
良好な仕上がりを得にくくなります。

ニッペ水性プーレコートと水性シリコンセラUVつや消しの
混合は当日使用する分のみを調合し、翌日以降の使用は避け
てください。色むら等の原因となります。工程が２日以上に
なることが予想される場合は予め色合わせした水性シリコン
セラUVつや消を多めに調合しておき、都度水性プーレコー
トと混合してください。

５－b－２ 塗 装

混合した化粧塗り塗料を全面に塗装してください。
＊塗継ぎムラ”を防止するために「スプレー塗装」を推奨いたします。

５．中塗り塗装

本施工プロセスでは、部分補修仕様（５－ａ－１）を基準として記載して
いますが、物件によっては中塗り工程で全面に着色塗装を実施する全面補修仕様
（５－ｂ－１）を選択することも可能です。
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良くない
写真

６－２： 化 粧 塗 り（1回目）

化粧塗りを行います。
仕上がりを確認しながら必要に応じて、２～３色で実施してください。

なお、塗装に際しては、後述の「化粧塗り施工要領」に基づき、実施してください。（スポンジ等）

６－３： 化 粧 塗 り（2回目）

化粧塗りを行います。（２回目） （スポンジ等）

６．化粧塗り塗装 ＊例として化粧塗り３工程の内容を掲載

６－１： 調 合

ニッペ水性プーレコートと色合わせした水性シリコンセラ
UVつや消しを混合します。混合の目安は、10：2～5で、求
める隠蔽力に応じて混合して下さい。上限は10：5（50％以
下）とします。着色材混合しすぎはべた塗り感が強くなり、
良好な仕上がりを得にくくなります。

ニッペ水性プーレコートと水性シリコンセラUVつや消しの
混合は当日使用する分のみを調合し、翌日以降の使用は避け
てください。色むら等の原因となります。工程が２日以上に
なることが予想される場合は予め色合わせした水性シリコン
セラUVつや消を多めに調合しておき、都度水性プーレコー
トと混合してください。

＊混合比を除き、前項５－ｂ－１と同内容
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良くない
写真

７－１：

ニッペ水性４Ｆプーレクリヤーを塗装してください。
（短毛ローラー等）

クラウディ工法

施工前 施工後

６．化粧塗り塗装 ＊例として３工程の内容を掲載

６－４： 化 粧 塗 り（3回目）

化粧塗りを行います。（３回目） （スポンジ等）

７．上塗り塗装

８．塗装完了(外観比較）
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①
現地調査
および
仕様選定

②
試験施工
準備

⓷
試験施工

④
本 施 工

・現地調査から本施工までの施工フローの一例を以下に示します。
・各項目の手法に関しては、本施工要領の各項目をご確認ください。
・塗装仕様の選定および仕上がりの評価は関係者でよく相談の上決定してください。

施工フロー
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現地調査の実施
クラウディ工法の必要性を判断

部分補修仕様もしくは
全面補修仕様から塗装仕様を選定

YES

NO

部分補修仕様

従来クリヤー仕様
（化粧塗りなし）

全面補修仕様

水性シリコンセラＵＶつや消し各色から選択・色合わせ実施
躯体の色、表面状態により２～３色を調合

上記から１色選定し、中塗塗料として
水性プーレコートと混合（最大１０％）

化粧塗り用塗料として
水性プーレコートと混合最大５０％）

試験塗装実施

仕上がり評価

本施工実施

ＯＫ

ＮＧ
上記②試験施工準備
を繰り返し実施



施工具選定のポイント

施工部をたたいて塗装する化粧塗りでは、塗料をつけすぎないことが
ポイントです。(下写真参照）そのため、つけすぎを防ぐために絞ること
ができて持ちやすい上記のものがお勧めになります。さらにクッション材、
スポンジなどは表面に凹凸を付けるなどの加工を行うことで自然な風合い
の仕上がりを演出できます。施工具は塗料が表面乾燥する前に洗浄する
ことで、繰り返し使用可能です。
ただし、状態によっては施工性の低下や繊維等が施工部に付着することに
よる仕上がり外観の悪化等に繋がりますので、適度に新しいものに交換
する、ガムテープ等を用いて脆弱部を取り除く等を実施していただくこと
を推奨いたします。

適切な含み量　○ 　含み過ぎ。適切な含み量まで
　　　しぼって下さい

×

クッション材 スポンジ

ウエス（タオル地） 軍手

化粧塗り工程 推奨施工具
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ニッペ水性シリコンセラUVつや消しのクラウディ色を現場にて調合することで
幅広いコンクリート色に近づけた色相を作成できます。
また、現場調色用着色剤カラーマックスWエコを用いての微調色も可能です。

（※カラーマックスＷエコの添加量上限は１％となります。）

●色合わせの調合割合は記録し、次回以降の参考にすることを推奨いたします。

●化粧塗り工程は、１色１回で仕上げるよりも、濃淡の差をつけた２色以上の
色を施す方がきれいに仕上げやすくなります。濃淡の差は躯体や仕上がりに
より決定しますが、明確な差をつける方がきれいに化粧塗りすることが可能
です。 （下記色合わせ例の混合比にて目安として３ランク以上。混合比４/６と１/９等）

●改修時の色相の選定においては、躯体の色よりも少し濃い目の色相を選ぶと、
きれいに化粧塗りすることが可能です。

●色相の選定は仕上がりに大きく影響します。必ず試験施工を実施しながら
色相および作製する色数を決定ください。

ニッペ 水性シリコンセラＵＶつや消し色合わせについて
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●化粧塗り塗料は、水性プーレコートと色合わせを実施した水性シリコンセラ
UVつや消しを混合します。混合の目安は、10：2～5で、求める隠蔽力に応じ
て混合して下さい。上限は10：5（50％以下）とします。
化粧塗り塗料は当日使用する分のみを作成し、翌日以降の使用は避けてくださ
い。色むら等の原因となります。工程が２日以上になることが予想される場合
はあらかじめ色合わせした水性シリコンセラUVつや消しを多めに作成してお
き、毎日新たに水性プーレコートと混合してください。

●化粧塗り施工時は、塗料をスポンジなどに塗り、施工部をたたいて塗装し、
つけすぎないように心がけてください。つけすぎるとべた塗り感が強くなりま
す。塗り潰すのではなく、下地が透過した雰囲気での仕上げとするよう心がけ
てください。

●化粧塗りを行う際は、コンクリート補修跡などの色変化境目の周囲まで塗装
を施すことできれいに仕上げることができます。（下図参照）

●化粧塗りを施す箇所とその周辺の境目では、たたく回数を少なく、ボカス
ように施工するときれいに仕上げることができます。

●濃淡の異なる２～３色を作成し、化粧塗りを実施します。その際の一例とし
て以下の表を目安に模様付けを行うときれいに仕上げることができます。

＊上記はいずれも試験施工を実施し、仕上り外観及び施工要領を確認した後に本施工を
行ってください。

化粧塗り施工要領
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下地補修（汚染）箇所の色相 化粧塗り各色相の施工順序目安

躯体全体よりも薄い場合 濃色 → 淡色 → 中間色

躯体全体よりも濃い場合 淡色 → 濃色 → 中間色



標準塗装仕様

新設打ち放しコンクリートのジャンカ、
コールドジョイント、色違い、欠損や汚れが施工面積
の一部分であり、施工面積の大半は下地の風合いを
残す場合などに有効な仕様です。

中塗/上塗の層間に化粧塗りを実施。
補修跡等を目立たなくします。

工程 塗料名 塗り回数
標準使用量 乾燥時間 希釈率

塗装方法
(kg/㎡) （２３℃） （％）

素地調整
ゴミ、未硬化セメント粉末、粉塵、油脂分などの付着物をワイヤブラシ、皮すき、サンドペーパーなどで除去し、乾燥した清
浄な面とする。（PCの乾燥養生期間目安は、含水率５％、pH１０以下）

下塗り ニッペ ファインプーレガード 1 0.20 16時間以上 無希釈 ウールローラー

中塗り ニッペ 水性プーレコート 1 0.10～0.14 4時間以上
無希釈 ウールローラー

10～20 エアスプレー

化粧塗り

ニッペ 水性プーレコート
＋

ニッペ 水性シリコンセラUV
つや消し各色 （上限５０％）

必要回数 適宜 4時間以上 0～10
クッション材/
スポンジ/

ウエス/軍手など

上塗り
ニッペ 水性４Fプーレクリヤー３分つや有
又はニッペ 水性４Fプーレクリヤーつや消し

1 0.10～0.12 ―
0～5 ウールローラー
10～20 エアスプレー

※１

■新設 クラウディ工法 部分補修仕様

工程 塗料名 塗り回数
標準使用量 乾燥時間 希釈率

塗装方法
(kg/㎡) （２３℃） （％）

素地調整 高圧洗浄を行い、浮き塗膜などを除去して、乾燥した正常な面とする。

中塗り ニッペ 水性プーレコート 1 0.10～0.14 4時間以上
無希釈 ウールローラー

10～20 エアスプレー

化粧塗り

ニッペ 水性プーレコート
＋

ニッペ 水性シリコンセラUV
つや消し各色 （上限５０％）

必要回数 適宜 4時間以上 0～10
クッション材/
スポンジ/

ウエス/軍手など

上塗り
ニッペ 水性４Fプーレクリヤー３分つや有
又はニッペ 水性４Fプーレクリヤーつや消し

1 0.10～0.12 ―
0～5 ウールローラー

10～20 エアスプレー

※１

■改修 旧塗膜あり クラウディ工法 部分補修仕様

クラウディ工法 部分補修仕様

■改修 旧塗膜なし クラウディ工法 部分補修仕様

工程 塗料名 塗り回数
標準使用量 乾燥時間 希釈率

塗装方法
(kg/㎡) （２３℃） （％）

素地調整
ゴミ、未硬化セメント粉末、粉塵、油脂分などの付着物をワイヤブラシ、皮すき、サンドペーパーなどで除去し、乾燥した清
浄な面とする。（PCの乾燥養生期間目安は、含水率５％、pH１０以下）

下塗り ニッペ ファインプーレガード 1 0.20 16時間以上 無希釈 ウールローラー

中塗り ニッペ 水性プーレコート 2 0.10～0.14 4時間以上
無希釈 ウールローラー

10～20 エアスプレー

化粧塗り

ニッペ 水性プーレコート
＋

ニッペ 水性シリコンセラUV
つや消し各色 （上限５０％）

必要回数 適宜 4時間以上 0～10
クッション材/
スポンジ/

ウエス/軍手など

上塗り
ニッペ 水性４Fプーレクリヤー３分つや有
又はニッペ 水性４Fプーレクリヤーつや消し

1 0.10～0.12 ―
0～5 ウールローラー

10～20 エアスプレー

※１化粧塗りを複数回実施する場合は、指触乾燥後（３０分以上）を目安に塗り重ねて下さい。ただし、塗付量や気象条件により異なりま
すので、必ず仕上がりを確認しながら実施して下さい。

※上記の各数値は、すべて標準のものです。被塗物の形状、素地の状態、気象条件、施工条件によりそれぞれ多少の幅を生じることが
あります。
※塗料の塗り重ねは所定の塗り重ね乾燥時間をまもってください。（縮み、割れ、乾燥不良、付着不良などが起こります）

※１
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標準塗装仕様

工程 塗料名 塗り回数
標準使用量 乾燥時間 希釈率

塗装方法
(kg/㎡) （２３℃） （％）

素地調整
ゴミ、未硬化セメント粉末、粉塵、油脂分などの付着物をワイヤブラシ、皮すき、サンドペーパーなどで除去し、乾燥した清浄
な面とする。（PCの乾燥養生期間目安は、含水率５％、pH１０以下）

下塗り ニッペ ファインプーレガード 1 0.20 16時間以上 無希釈 ウールローラー

中塗り

ニッペ 水性プーレコート
＋

ニッペ 水性シリコンセラUV
つや消し各色 （上限１０％）

2 0.10～0.14 4時間以上
無希釈 ウールローラー

10～20 エアスプレー

化粧塗り

ニッペ 水性プーレコート
＋

ニッペ 水性シリコンセラUV
つや消し各色 （上限５０％）

必要回数 適宜 4時間以上 0～10
クッション材/
スポンジ/

ウエス/軍手など

上塗り
ニッペ 水性４Fプーレクリヤー３分つや有又は
ニッペ 水性４Fプーレクリヤーつや消し

1 0.10～0.12 ―
0～5 ウールローラー

10～20 エアスプレー

■改修 旧塗膜あり クラウディ工法 全面補修仕様

工程 塗料名 塗り回数
標準使用量 乾燥時間 希釈率

塗装方法
(kg/㎡) （２３℃） （％）

素地調整 高圧洗浄を行い、浮き塗膜などを除去して、乾燥した正常な面とする。

中塗り

ニッペ 水性プーレコート
＋

ニッペ 水性シリコンセラUV
つや消し各色 （上限１０％）

1 0.10～0.14 4時間以上

無希釈 ウールローラー

10～20 エアスプレー

化粧塗り

ニッペ 水性プーレコート
＋

ニッペ 水性シリコンセラUV
つや消し各色 （上限５０％）

必要回数 適宜 4時間以上 0～10
クッション材/
スポンジ/

ウエス/軍手など

上塗り
ニッペ 水性４Fプーレクリヤー３分つや有又は
ニッペ 水性４Fプーレクリヤーつや消し

1 0.10～0.12 ―
0～5 ウールローラー

10～20 エアスプレー

※１

■改修 旧塗膜なし クラウディ工法 全面補修仕様

クラウディ工法 全面補修仕様

中塗工程を色付け（カラークリヤー）にします。
その後、中塗/上塗の層間に化粧塗りを実施。

色違い等が大部分におよぶ場合、効率よく
目立たなくすることが可能です。

改修時の欠損や汚れが著しく、施工面積の大部分で
化粧塗り工程が必要な場合に有効です。
中塗りに水性シリコンセラUVつや消しを添加し
（上限１０％）、全面塗装することで、化粧塗り工程の
簡易化、より美しい仕上がりを得ることができます。

※中塗はカラークリヤーになります。
“塗継ぎムラ”を防止するために「スプレー塗装」を推奨いたします。
ローラー塗装も可能ですが、乾燥してしまうと“塗継ぎムラ”が生じます。特に盛夏時は現象が顕著です。予め試験塗装
を行って塗装要領を決定してください。

※１

※１化粧塗りを複数回実施する場合は、指触乾燥後（３０分以上）を目安に塗り重ねて下さい。ただし、塗付量や気象条件により異なりま
すので、必ず仕上がりを確認しながら実施して下さい。

※上記の各数値は、すべて標準のものです。被塗物の形状、素地の状態、気象条件、施工条件によりそれぞれ多少の幅を生じることが
あります。
※塗料の塗り重ねは所定の塗り重ね乾燥時間をまもってください。（縮み、割れ、乾燥不良、付着不良などが起こります）
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◆弱溶剤形コンクリート生地仕上げ用撥水剤（ニッペファイン
プーレガード）が濡れ色になるまで十分に塗り込んでください。

◆特に撥水剤（ニッペファインプーレガード）が不足すると降雨
による水濡れ性の原因となります。

◆躯体の状態によっては、使用量では不十分なケースがあります。
特に巣穴の多い躯体、もしくは巣穴付近では、不十分なケース
が発生しやすくなります。
躯体へ撥水剤が十分浸透するように塗り込んでください。

◆巣穴・ジャンカ・ひび割れなどがある場合には、あらかじめ
素地補修などを行ってください。
特に大きな巣穴などの場合、塗装で十分に保護できないことが
ことがあります。

◆巣穴に撥水剤が十分に浸透しやすいように十文字などの塗る
方向を変える。塗り込み回数を増やすように塗装をしてください。
特に、表面上は小さな巣穴であっても、中が大きな空洞となっ
ている場合は、撥水剤の効果が十分に発揮されず、降雨などに
より巣穴付近から濡れ色になることがあります。

◆塗装前後、各2日間以上は雨仕舞いをしてください。
◆無塗装面からの雨水浸入防止のため、撥水剤を塗付など考慮ください。
◆部位や塗装個所の面積を把握し、塗料を事前に準備し、全て塗り込んでください。
◆塗装後は雨仕舞いを行うと共に、風通しを良くするように養生を行ってください。
乾燥と反応がより早く進めば性能の発現もより早くなります。

◆塗装後の保管は直接降雨が当たらない配慮をお願い致します。

初期降雨による濡れ色防止のために

下地調整

水性4Fプーレクリヤーの仕上がりは、素地が決め手です。下地調整には、下記の点に十分な注意をしてください。
◆目印は、ウエスで簡単に拭き取れるものを使用し、コンクリートの表面を汚す墨出し、および傷をつける道具は
避けてください。

◆はり・突き出し部分・木繊維などの除去には、周りを傷つけやすいディスクサンダーを使用しないで、タガネで
はつり取ってください。

◆コンクリート表面に付着した汚れ・泥土・コンバネ灰汁などは、＃180～240のサンドペーパーで除去し、
水洗い清掃してください。

◆水性4Fプーレクリヤー仕上げするうえでの望ましいコンクリート面は、
（1）均質、均一な打ち放し面が得られること （2）巣穴、ジャンカがないこと （3）不陸がないこと
均質、均一な面が要求されるのは、素地の吸い込み差および、面精度の差、材質の差をなくすためです。
これらの差によって、発色が異なって色むらが生じます。

◆補修モルタルは、すべて“カナゴテ”で塗り、平滑に仕上げてください。
◆部分的に点在しているあばた状の凹凸したコンクリート肌は、光の陰で色むらに見えるため、
目立つ部分は樹脂入りの白セメントで補修して平滑に仕上げてください。

◆コンパネジョイント部の樹脂入り白セメントモルタル補修塗りは、平滑に仕上げないで適宜目違いを付けて
ください。

◆目立ちやすい直径7mm以上の気泡穴は、樹脂入り白セメントモルタルで塗りつぶし、穴の回りは水を含ませた
スポンジできれいに拭いてください。

◆打ち放し仕上げ面のモルタル補修による模様の消失部には、型枠模様を造成します。
◆補修材として、「セメントノロ」、などは使用しないでください。また骨材として、パーライトなどの軽量骨材
は使用しないでください。

◆パネルは、面で共用なものにしてください。
◆下地補修のチェック方法は、補修なし、補修ありの両面に水をかけ、なるべく同色になるようにしてください。

塗 装

◆ニッペファインプーレガードはダレやすいので、むら切りのためにローラーやはけでならしを行ってください。
◆塗装に際しては、素地へのなじみ具合をみながら、膜厚が均一になるように塗付してください。
◆スポット補修は、色むらやつやむらを起こしやすくなります。足場カゲなど特に留意してください。
◆厚塗りによりタレを生じると色むら、つやむらが生じるおそれがあります。特にカラークリヤーは留意してください。
◆カラークリヤーは使用量・膜厚によって色相が変わります。膜厚が均一となるように塗付してください。

◆素地の吸い込み差、使用量、塗装方法などで仕上がり外観が変わりますので、必ず現場で試験塗装を行い、
壁面の仕上がり予測を十分関係者間で調整してください。

良質な仕上がりのための施工ポイント


